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次号予告「ナノ材料・ナノ構造化による光熱変換技術」

巻頭言
物理と工学のはざま  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥花村克悟

総合報告
ナノ構造による光・熱変換技術の原理と研究動向 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�原淳一

解　説
フォトニック結晶による近赤外熱輻射スペクトルの 
狭帯域化  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥浅野　卓ほか
ナノ粒子の光学共鳴を利用した光熱変換と太陽熱応用 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥石井　智ほか
二光子光音響顕微鏡における金ナノ粒子による 
信号増強  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥山岡禎久
ブラックシリコンとプラズモニクスによる光熱電変換 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥西島喜明

光学ハイライト
OPJ 2018に行こう  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥山本裕紹

気になる論文コーナー

今後の特集予定
47巻 10号「X線自由電子レーザー」
47巻 11号「アディティブマニュファクチャリングの展望」 

//編集後記 //

　水は生命活動になくてはならないものです．さらに，
われわれは工業用途など，生命の維持以外にも水を利用
しています．しかし，近年の経済活動の拡大に伴い，環
境汚染も国境を越えて各地に甚大な被害をもたらしてお
り，水も例外ではありません．そこで本特集では，この
水汚染に対して光技術がどう立ち向かうべきかという 
観点で，水質汚染物質を検出，浄化する技術に注目しま
した．
　総合報告では，現在の水環境の汚染状況を理解するた
めに，社会経済活動との関係も踏まえた広い内容を解説
していただきました．次に検出技術として，磁石と近接
場光による操作により汚染物質を検出する技術について
ご解説いただきました．さらに，精密な検査の前に現場
において迅速に標的汚染物質を判定する技術として，光
分解性ゲルについて解説していただきました．次に，汚
染物質を浄化する技術として，光触媒技術と深紫外線
LEDについてそれぞれご解説いただきました．光触媒
の解説では，インフラが整っていない場所の汚染飲料水
を，太陽光と光触媒を用いて浄化する技術についてもご
解説いただきました．また，新たな浄化技術である深紫
外線 LEDについて，研究動向も含めた最新の事例をご
紹介いただきました．
　本特集により多くの研究者が水汚染検出・浄化技術へ
の関心を抱くきっかけとなり，この分野の発展への一助
となれば幸いです．最後に，ご多忙のなか大変有益な原
稿をご執筆いただきました著者の皆様に，心より深く御
礼を申し上げます． （中野，山添）

特集関連の原著論文を募集しています
　「光学」では上記テーマの特集を企画しています．これに合わせて，特集テーマに関連のある原著論文を募集
いたします．投稿締切は，当該特集号の発行月の４か月前の 10日とします．
　特集関連の論文については査読作業をより迅速化し，採択となった論文はその特集号の発刊に合わせて掲載す
るようにいたします．特集号を明記のうえご投稿ください．詳しくは「光学」編集局 kogaku@academic-j.co.jp 
にお問い合わせください．
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